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イオン反応は有機合成化学における最も基本的な結合形成プロセスであり，これを自在に制御

できる触媒の開発，特に光学活性化合物を与えるキラルな分子触媒の創製は重要な課題とされ

ている。反応活性なイオン性化学種を制御するための戦略として，キラルな対イオンとのイオ

ン対形成により生じる反応場を利用するものは最も直接的な手法と位置付けられる。しかし，

複雑なイオン交換プロセスや，本質的に距離と方向があいまいなイオン間力といった要素が，

この形式の触媒系に潜在する力を十分に活かした反応制御戦略の立案を妨げていた。これに対

し我々は，水素結合のような二次相互作用をイオン間力と協働させることで構造の定まったキ

ラル反応場が生成し，結合形成を精密に制御できると考え研究を展開してきた。本講演では，

これまでの研究成果について概説する。 
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